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会議の概要 

会議の名称 令和７年度あま市地域福祉計画推進委員会 

開催日時  令和７年１１月１７日（月）午前１０時から 

開催場所  あま市役所 ２階 Ａ会議室 

議 題 

１ あいさつ 

２ 委員紹介 

３ 協議事項 

（１）「第３次あま市地域福祉計画」令和６年度の進捗状況・

令和７年度実施計画について 
４ その他 

会議資料  

１ あま市地域福祉計画推進委員名簿 

２ あま市地域福祉計画推進委員会要綱 

３ 「第３次あま市地域福祉計画」令和６年度事業実績・令和 

７年度実施計画 

公開・非公開の別 

（非公開の場合は 

その理由） 

公開 

傍聴人の数 

（公開した場合） 
なし 

出席委員  

渡邉 崇    鈴木 千鶴   靜谷 貴代子 

井村 なを子  武藤 二三夫  加藤 美由紀 

山本 正子   加藤 優子   乙部 祐樹 

加藤 昭宏    鈴木 礼子   立松 愛唯 

欠席委員  下方 辰幸   服部 章平   浅野 千里   溝口 正己 

事 務 局 

社会福祉課 

課  長  大野 美代子 

主  幹  近藤 弘規 

課長補佐  河原 峰雄 

主  査  吉田 有希 

主  査  伊藤 駿介 

主  任  有澤 朱莉 
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議事内容 

事務局 

 

 定刻前ですが、みなさまおそろいですので、ただいまから「令和７年度

あま市地域福祉計画推進委員会」を開催いたします。 

 本日は大変お忙しい中、ご出席いただきまして、まことにありがとうご

ざいます。本日の進行を務めさせていただく、社会福祉課長の大野と申し

ます。 

 本委員会は、あま市審議会等の会議の公開に関する要綱第３条に基づ

き、公開で開催いたします。 

 本委員会の傍聴人はございませんので、ご報告申し上げます。 

 なお、本日下方委員、服部委員、浅野委員、溝口委員から、都合により

ご欠席の連絡をいただいております。 

また、本日配布させていただいております委員名簿にもありますとお

り、本年の異動及び役員等交代により、あま市歯科医師連絡協議会代表様

及び子ども会連絡協議会会長様、小中学校長会会長様、ＰＴＡ連絡協議会

会長様、津島保健所健康支援課課長様が代わっておられます。皆様のご紹

介につきましては、時間の都合上、お手元の委員名簿によりまして、ご紹

介に代えさせていただきます。 

 本年度より代わられた委員の委嘱状につきましては、あらかじめ皆様の

お席に置かせていただいておりますので、これを委嘱状交付とさせていた

だきますこと、ご了承いただけたら幸いです。 

 なお、任期につきましては、あま市地域福祉計画推進委員会要綱第４条

の規定に基づき、任期中の計画における最終年度の３月３１日（令和１１

年３月３１日）までとさせていただきます。 

そのほかといたしまして、本日は社会福祉協議会の関係職員も同席させ

ていただいておりますので、よろしくお願いいたします。 

それでは開会にあたりまして、加藤委員長よりごあいさつをいただきま

す。加藤委員長、よろしくお願いいたします。 

委員長 委員長を務めさせていただきます加藤でございます。 

本日は大変お忙しい中、あま市地域福祉計画推進委員会にご出席いただ

きありがとうございます。 

本年より新たにご就任いただきました委員の方もお見えですので、当委

員会の役割について簡単にご説明をさせていただきます。 

この地域福祉計画は、社会福祉法の第１０７条に規定されており、市町

村が努力義務で策定するものです。 

地域における高齢者の福祉、障がい者の福祉、児童の福祉、その他の福

祉の各分野の計画がそれぞれあると思うのですが、それらの上位計画或い

は、基盤計画という形で位置付けられまして、地域福祉の推進に係る事項

を一体的に定める計画ということになります。 

当委員会は地域における福祉の向上を目的として、この計画の策定、或

いは提言を行う機関となります。 

つきましては、各委員のお立場から、忌憚のないご意見を賜りますよう
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お願いいたします。 

また、本委員会ののち、社会福祉協議会の委員会もございますので、会

議の進行につきまして、ご理解とご協力をお願いいたします。 

事務局 

 

ありがとうございました。 

それでは最初に、本日の会議資料を確認させていただきます。 

事務局    資料確認  

事務局 

 

 それでは、協議事項に入ります。あま市地域福祉計画推進委員会要綱第

６条第１項の規定により、ここからの議事進行は、加藤委員長にお願いい

たします。 

委員長 では議長を務めさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 

次第に沿って進めて参ります。 

『協議事項（１）「第３次あま市地域福祉計画」令和６年度の進捗状況・

令和７年度実施計画について』、事務局の方から説明をお願いいたします。 

事務局 

 

 お手元の資料３と「第３次あま市地域福祉計画の概要版」を用いてご説

明申し上げます。 

 ご説明に当たっては、１点目に地域福祉計画の概要、２点目に資料２の

見方、３点目に令和６年度の事業実績の報告の順に進めさせていただきま

す。 

  資料３に沿って説明  

委員長 ありがとうございました。 

 事務局から事業報告がありましたが、それについて各委員からご質問や

ご意見はございませんか。 

委員 基本方針２．福祉コミュニティの充実（３）防災の取り組みを推進する、

の項目の中に、避難行動要支援者制度の充実とあります。以前お聞きした

ところ、あま市内の自主防災会のうち、避難行動要支援者名簿が提供され

たのが十幾つかという話だったのですが、その進捗状況をお聞きしたいと

いうのが１点目。 

それから、福祉避難所の設置推進について、進捗をお聞きしたいのが２

点目。 

３点目として、個人的な話になりますが、うちの娘は、要支援者名簿に

載っており、承諾書を１０数年ほど前に書きました。これで、本人がＳＯ

Ｓを発せなくても確認を受けられる、という安心感があったのですが、私、

民生委員もやっていまして、私の地区の民生委員の方に、その要支援者名

簿を見せていただいたところ、うちの娘の名前が外れておりました。社会

福祉課にお聞きしたところ、グループホームの利用を始めたので、入所と

みなされ、名簿から外れたとの説明でした。施設入所の場合は３６５日そ

こで生活しますが、グループホームはその形態によってまちまちです。う

ちは４日がグループホーム、３日は自宅で暮らしています。 

申請書を出して承諾したにも関わらず、本人に通知もなく名簿から外さ

れた、こういう方が大勢いらっしゃるように思われます。近頃、グループ

ホームに入所される方が増えてきていますが、その方たちの中にもきっ
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と、何の通知もなくその名簿から外されてしまった方がいると思います。 

その点はいかがなものでしょうか。 

以上３点です。 

委員長 ありがとうございます。 

では今の３点について事務局の方いかがでしょうか。 

事務局 

 

まず、避難行動要支援者名簿の自主防災組織への提供状況ですが、今年

度、新たに２区提供をいたしました。 

申し訳ありません。総数については、今資料がなく、はっきり申し上げ

ることはできませんが、１５防災会ほどであったかと記憶しております。 

次に、福祉避難所の協定先ですが、こちらについては、現在１７施設と

協定を結んでいる状況でございます。 

最後の、避難行動要支援者名簿のグループホーム入所時の対応について

は、現在のところ、グループホームを在宅扱いでなく施設入所扱いとして

おりますが、ご意見を踏まえて、今後、ご本人の状況に応じて判断ができ

るように検討を行いたいと思います。 

委員 ありがとうございました。 

名簿については、承諾書を出した以上、本人に通知があってしかるべき

と思います。名簿から外すのか、そのまま継続するのか、本人に確認をと

っていただけたら本当にありがたいと思います。 

たまたま民生委員をしていたので、名簿から外されていたことが分かり

ましたが、知らない方が多いと思います。 

せっかくこういうシステムができ上がっているので、障がいを持った方

が１人でも多く安心して暮らしていくために、一方的に名前を外すのでは

なく、コミュニケーションをとりながら、必要に応じて、お互いに相談し

合っていくことが大事だと思いますので、よろしくお願いします。 

それと、福祉避難所が１７施設とおっしゃいましたが、前回のこの会議

の時と比べてどれくらい増えたのか、進捗をお聞きしたいです。 

事務局 

 

福祉避難所につきましては、正確に前回の会議から増えているかどうか

というのが、今すぐにご回答できないのですが、今年度に入ってからは、

新たな締結というのはございませんでした。 

委員 昨年から地域の自主防災会に民生委員として参加させていただくよう

になりまして、自主防災会の現状といいますか、役員の方は毎年変わって

いきますよね。その中で周知していくのは難しいことだと思いますが、た

またま篠田地区は、昨年から区長さんが割と乗り気になってくださいまし

て、少しずつ少しずつ、この要支援者名簿に関しても前向きに受けとめて

くださるようになりました。 

本当に、ご苦労だと思います。 

１年１年変わっていく、地域の役員さんたちにこれを周知徹底すること

は本当に難しいことだと思うのですが、やっぱり、出前講座じゃないです

けど、この重要性が、少しでも自主防災会の役員の皆様に伝わるように、

やってくださっているとは思いますが、より一層地域を良くしていくため
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に、一層の努力をしていただけたらと思います。 

委員長 ありがとうございます。 

可能であれば、避難行動要支援者名簿について、例えばグループホーム

への入所など、本来であればまだ名簿に載ってしかるべき方がどれぐらい

みえるのか、また、その後名簿に戻すことができたかどうか、ということ

が分かれば、次回の会議などで補足いただけるとありがたいと思います。 

その他、ご質問、ご意見の方いかがでしょうか。 

委員  ３点ほどあります。 

まず、あまのわのご報告があったと思うのですが、今年度の１０月１８

日に、こちらの市役所の駐車場をお借りして、開催させていただきました。

ＮＰＯ法人ほっとネット・みわが受託運営、社協さんと共同開催という形

で、盛大に行うことができましたので、ご報告させていただきます。 

来場者数は昨年、令和６年度の３，８００人を大きく上回りまして、５，

３００人となりました。改めて、当日の様子を細かく記載したニュースレ

ターが、市の広報誌に折り込まれますので、ぜひご覧いただければと思い

ます。 

それから、基本方針２.福祉コミュニティの充実の５ページ、（２）①ボ

ランティア等の人材育成、活動の支援のところ、市民活動センターを中心

に、というように書かれていますが、市民活動センターと、あま市の社協

さんが運営するボランティアセンターが連携して、サロンの案件などを行

わせていただいています。あま市は他市町村に比べて、社協さんと、市民

活動センターとの連携が非常に強固になってきたことを実感しています。 

一方で、６ページの２段目、ボランティア連携のことに触れられている

と思うのですが、本市は社協、市民活動センター、生涯学習課と窓口が３

つあり、この３者間の連携を強めるというところで、進捗評価がＤになっ

ています。我々現場の方からも、ボランティアセンター運営委員会の中で、

連携を進めていきたいということを随分前からお伝えしているのですが、

具体的にどのように進めているかが見えてこないです。そちらの状況を教

えていただきたいと思います。 

もう１点。 

基本方針３.だれもが集うコミュニティの構築（２）③の多文化共生社会

の推進のところで、あま市国際交流ＤＡＹというイベントについて触れら

れています。こちらも、市民活動センターを運営するＮＰＯ法人ほっとネ

ット・みわが、あま市から受託をして、市内在住の外国人や高校生、それ

から地域の団体さんも絡めて、毎年開催させていただいています。 

当日は非常に活発な交流が行われて、参加者からの評価が非常に高いも

のではありますが、近年、あま市の人口において、外国人の人口の方が、

伸び率が高いと感じています。全体の人口は微減なのですが、外国人は増

えているというようにお聞きしており、こういったイベントだけで多文化

共生がカバーできるとは思えなくて。 

日常的な、外国人のごみの問題など、国でも外国人問題とひとくくりに
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されていますが、必要な労働力として、あま市内でも外国人の方が各企業

さんの中で活躍をされています。しかし、国際交流協会もある一方で、日

本語教室に来られるのはほんのごく一部です。 

ですので、こういったごく一部でのイベントというよりも、日常的な地

域コミュニティの中で、どうやって外国人と共生していくかという点を、

もう少し計画の中に盛り込んでいかないと、イベントだけで終わってしま

うのではないか、ということを感じたので、こちら質問ではなく、ご意見

としてお話をさせていただきました。 

以上です。 

委員長 ありがとうございました。 

今のご質問或いはご意見に関して事務局の方いかがでしょうか。 

事務局 

 

ありがとうございます。 

先ほどのボランティア連携についてですが、担当課に進捗の確認を取

り、改めて委員の方にお知らせしたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

また、外国人との日常的な共生、という点の計画を盛り込むといったこ

とに関しましても、貴重なご意見として、企画政策課の方にお伝えをして、

取り組んでいただくようお願いをしていきたいと思っております。よろし

くお願いいたします。 

委員長 ありがとうございます。 

その他、ご質問ご意見はございませんか。 

委員 基本方針２.福祉コミュニティの充実（１）②の既存施設のバリアフリー

化の推進のところで、新規公園、将来的に設置を予定している公園につい

て触れてありますが、津島市にある、津島市民の森をご存じでしょうか。

とてもいい感じで、こんなところがあま市にもあったらいいなと思ってい

ます。あま市にも老若男女、子供たちだけではなく、大人も高齢者も、ち

ょっと散歩に行ってみようかと思えるような公園があるとほんとにいい

なと思います。 

あま市にはリバーサイドガーデンがありますが、夏はちょっと暑くて歩

けないですし、木陰もないですし、やはり、新規の公園を予定しているな

ら、ああいった憩いの場所になるような公園が、将来的にできたらいいな

と思っておりますので、こちらの方もよろしくお願いいたします。 

委員長 貴重なご意見ありがとうございます。 

あとその他ご質問或いはご意見いかがでしょうか。 

副委員長、もしよかったら、いかがでしょうか。 

副委員長 先ほどの、障がいのある方の話というのは、なかなか進まないという感

じがします。難しいですものね。 

障がいと一口に言っても、いろんな障がいの方がいらっしゃるので、こ

の障がいだけ、というわけにいかないと思うんです。だから、本当に広い

範囲で物事を進めないと、なかなか難しいと感じました。 

また、地域に、家に引きこもらず外に出て楽しめる、そんなものが身近
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にあるというのは、すごく理想的だと思いますし、今のお話にもあった、

津島市の公園のような憩いの場所には、高齢者のためのものも目につきま

す。津島市以外のところでも、高齢者が体を動かすのに使えるものがある

場所もありますので、ただの子供のためだけの公園ではなく、地域で使え

る、みんなが集えるような場所という方向性を持っていただけるといいか

と、私も感じております。 

以上です。 

委員長 ありがとうございます。 

あとその他ご意見ご質問等よろしいでしょうか。 

私からも１点、全体の話で、所感を共有させていただきます。 

各委員より、避難行動要支援者名簿の話ですとか、連携の話、或いはそ

の進捗の話をいただきましてありがとうございます。 

私の最初のご挨拶で、地域福祉計画というのは、上位計画、いわゆる横

串を刺す計画だということをお伝えさせていただきました。私がいくつか

他市町の地域福祉の計画にかかわらせていただく中で感じたのが、数値目

標が曖昧な計画というのが実は多くて、件数を評価指標で組み込んでいる

あま市さんの計画ですとか、そういった点である意味、きちんと進捗管理

をされていると感じたところです。 

そういった前提で、ぜひ皆さんに知っていただきたい視点が１つありま

して、この数値評価という考え方が、最近、地域福祉計画で強調されてい

るものになります。何かというと、この評価というのが、例えば、学生で

言えば、過去の成績がどうだったかというような、過去に対して良かった、

悪かった、というその評価だけの意味ではなく、むしろ将来、いかに本来

あるべき価値を引き出していくか。例えば、先ほどの話で言えば、避難行

動要支援者名簿という仕組み、制度がある中で、それを発災時、或いは平

常時に見据えていかに地域の見守り活動につなげていくか、その価値を引

き出すための評価のような、未来のあるべき価値、実践の意義を引き出す

ための評価、という考え方があります。 

その具体的な手法としては、１つは件数を示す、評価の種類でいうと、

アウトプット指標と言ったりします。例えばわかりやすい例だと、虐待の

早期発見のために、講座を１０回やりますと、これがいわゆるアウトプッ

ト指標というものです。 

もう１つ、成果指標というのがあって、アウトプットとアウトカムとい

う言い方をするのですが、例えば、虐待の早期発見に資する事業を考えた

いと思ったときは、アウトプットはその講座を何回やるか、或いはそれを

聞いていただいた受講者１，５００人を養成する、といったようなもので

す。アウトカムでいうと、その受講者から早期発見があった虐待ケースが

何件とか、それによって新たに見守りに繋がったケースが何件といったよ

うな、いわゆるその事業で求められる成果ですね。その成果の数字を、あ

る意味評価指標として組み込んでいく。 

例えば、令和７年度の実施計画等々お示しいただいているのですが、ど



- 8 - 

んな数字がどんな件数になっていくと、例えば避難行動要支援者名簿の利

活用に繋がっていくか、その名簿の対象者の平常時の見守りに繋がってい

くかとか。また、先ほど立松委員がおっしゃったような、検討します、連

携をしていきます、というのは、具体を図る１つの基準としてアウトカム

指標を用いてご検討いただく。或いは、その評価指標を考えるプロセスと

して、この件数がこれだけ上がれば、進んでいるといえるのではないか、

という評価の指標づくりの議論そのものが、地域福祉の推進なのではない

かと言われているところですので、そういった数値目標の策定の考え方で

すとか、その議論プロセスに、こういった委員さんだとか、住民の方に一

緒にご協力いただく、そのことも含めてご検討いただけると、進捗が見え

やすくなる、或いはそれが進んでいくことになるかと思い、共有させてい

ただきました。 

では、その他ご質問或いはご意見等あれば、お願いいたします。 

委員 すいません、恐らくこの計画の中には入っていないのですが、この場に

学校関係者の方もいらっしゃるので、ご存じだと思うのですけれども、不

登校の児童、生徒が非常に増えています。 

私どもＮＰＯ法人ほっとネット・みわでも、もうずっと不登校ですとか、

ちょっと不適応っていう表現は正しくはありませんけれども、そういった

お子さんの支援という形で、カウンセラーと連携して事業を行っておりま

す。この３年間は、センターに登録している登校支援団体さんとも連携し

て、そして今年度からは津島保健所さんとも連携して、不登校児、生徒の

親御さんに対するような支援をしてきているのですが、それでも実際は依

然、解決というか、減少には向いておりません。例えば津島市さんですと、

保健所さんが中心になってやられている部分もあるのですが、あま市にお

いては、保健所さんとの連携があまり取れていないと感じています。 

また、不登校にも多様性がありまして、原因もそうですが、発達障害を

はじめ様々な問題が含まれており、一概にとても多様化しています。そう

いったところを地域コミュニティの中の１つの課題として、この福祉計画

の中に位置づけることで、何か解決に繋がっていくのではないかと、ずっ

と感じていたところなのですが、今まで不登校については計画に入ってい

ないのですね。 

ですので、上位計画という中で、そういったところをどこでカバーして

いるのかお聞きしたくて、ご質問させていただきます。 

委員長 ありがとうございます。 

では今のご質問について、事務局いかがでしょうか。 

事務局 

 

不登校の問題については、全国的に問題視されており、やはり時代の流

れとともに、様々な課題が出てくるのは間違いないと思います。現状、こ

の計画の中には入っておりませんが、どこか関連付けられるところがあれ

ば、そこに入れることはできると思いますので、少し先にはなりますが、

次回の計画策定の際に、この点を含めるような形で考えていきたいと思っ

ております。よろしくお願いいたします。 
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委員 ありがとうございます。 

あま市はＳＳＷさんといって、数年前からスクールソーシャルワーカー

さんが学校の中に配置されており、我々地域と繋がって、対象の親御さん

に紹介していただくという連携が少しずつ進んでいます。 

でも地域福祉となると、コミュニティソーシャルワーカーさんというの

がいらっしゃると思うんですね。そういった方とも連携して、地域の中の

不登校のお子さんであるとか、もうちょっと世代が上になると、引きこも

りの方であるとか、なかなか見えにくいところは、もう少し地域というく

くりで、何か解決に向かっていくと良いと思いますので、ぜひご検討いた

だいて計画の中に入れていただければ、社会福祉協議会さんがやられてい

る活動の中、例えばサロンさんであるとか、それから、協議体みたいなと

ころで、いい場所が生まれてくるのではないかと感じています。 

ご検討よろしくお願いします。 

委員長 ありがとうございます。今の点も貴重なご意見だと思いますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

皆さま、ご意見ありがとうございました。 

事務局はいただいたご質問やご意見を踏まえ、地域福祉計画の推進がよ

り良いものになるよう、ご尽力ください。 

以上をもちまして、本日の議題はすべて終了いたしました。委員の皆さ

ま、議事進行にご協力いただき、ありがとうございました。 

 それでは、進行を事務局にお返しします。 

事務局 

 

ありがとうございました。 

皆様よりいただきました貴重なご意見を参考に、今後も計画の推進に邁

進していく所存ですので、引き続き、ご協力の程お願いいたします。 

最後に、次第４「その他」でございますが、全体を通して各委員の皆様か

らご意見などございますか。 

委員   特になし  

事務局 

 

 本日は大変お忙しい中、ご出席いただきありがとうございました。 

これをもちまして、令和７年度地域福祉計画推進委員会を終了させてい

ただきます。ありがとうございました。 

 


